
国立大学法人東京学芸大学会議費支出基準の一部改正について 

 

改正理由：会議費の限度額及び手続の見直しに伴い，所要の改正を行うものである。 

改         正 現         行 

      

   〔省略〕 

 

（会議費の支出） 

第５ 会議費を支出できる場合は，次の各号に該当する場合とする。 

 (1) 〔省略〕 

 (2) 国際交流に係るレセプションや国際礼儀上飲食物を提供する必要がある場合 

 (3) 会議等が長時間に及ぶことから進行上必要な飲物を提供する場合 

 (4)・(5) 〔省略〕 

（会議費の限度額） 

第６ 会議費として支出できる一人当たりの限度額（税込）は次のとおりとするが

，必要最小限となるように努めなければならない。 

  （学内で提供する場合）  飲食費  2,500円 

  （学外で提供する場合）  飲食費  4,500円 

（第５（２）の場合）    飲食費  6,500円 

（支出手続） 

第７ 会議費の支出が必要となる場合は，事前に別紙「会議費支出伺」により経理

課長の承認を受けなければならない。 

 

 

２ 前項の規定にかかわらず，第５（３）に該当する場合であって，会議等の名称

及び提供者を示す資料を提出した場合は，「会議費支出伺」の提出を省略するこ

とができるものとする。 

 （その他） 

第８ 〔省略〕 

２・３ 〔省略〕 

 

   〔省略〕 

 

   附 則 

 この基準は，令和５年10月１日から施行する。 

  

 

   〔省略〕 

 

（会議費の支出） 

第５ 会議費を支出できる場合は，次の各号に該当する場合とする。 

 (1) 〔省略〕 

 (2) 国際交流に係るレセプションや国際礼儀上飲食物を提供する必要がある場合 

 (3) 会議等が長時間に及ぶことから進行上必要な飲物を提供する場合 

 (4)・(5) 〔省略〕 

（会議費の限度額） 

第６ 会議費として支出できる一人当たりの限度額（税別）は次のとおりとするが

，必要最小限となるように努めなければならない。 

  （学内で提供する場合）  食事 1,500円   飲物  200円 

  （学外で提供する場合）  食事 3,000円   飲物 1,000円 

 

（支出手続） 

第７ 会議費の支出が必要となる場合は，事前に別紙「会議費支出伺」により経理

課長の承認を受けなければならない。ただし，財務・研究推進部長が特に認める

必要があるものについては，財務・研究推進部長の承認を受けなければならな

い。 

 

 

 

 （その他） 

第８ 〔省略〕 

２・３ 〔省略〕 

 

  〔省略〕 

 

 

 


